
低入札価格調査マニュアル

平成16年4月1日伺定

1目的

このマニュアルは､工事の品質確保及び不良･不適格業者の排除等に資するため､新発田
市低入札価格調査制度実施要綱第7条第3項の規定に基づく調査を実施する際の調査方法

及び内容等を定めるものである｡

2適用対象

本マニュアルは､調査基準価格に満たない価格の入札が行われた場合における事情聴取
関係機関への照会等の調査に適用する｡

3調査方法

1本マニュアルに基づく事情聴取､関係機関への照会等の調査(以下｢本調査｣という｡)
入札の執行後すみやかに実施し､完了するものとする｡
本調査の対象者(以下｢対象者｣という｡)は､当該入札における最低入札価格提示者とす

る｡ただし､当該入札において調査基準価格に満たない価格を提示した者が､複数ある場合

において､対象者を落札者としないときは､調査基準価格に満たない価格を提示した他の者
のうち､最低価格を提示した者(以下｢次順位者｣という｡)を対象者とする｡次順位者を落札
者としないときは､以後この例による｡

2本調査は下記の手順で実施するものとする｡
入札会場での対応等(契約担当課)

① 調査基準価格を下回る入札が行われた場合には落札決定を保留し､入札参加者全員

へ低入札価格調査を実施する旨説明する｡
②低入札価格提示者から｢低入札価格調査報告書(別紙4)(様式-1～11)｣の提出を求
める｡

③最低入札価格提示者へ事情聴取に関しての連絡が別途あることを説明する｡
④工事担当課へ低入札価格調査対象工事名､最低入札価格提示者名を連絡する｡

事情聴取の準備(契約担当課及び工事担当課)

①工事費内訳書の内容を精査し､本市と対象者の積算を対比するため｢工事費内訳対照
表(別紙3)｣を作成する｡

②対象者が記入した低入札価格詭査報告書の調査項目以外で､見積者､利益の有無､
実質工期､設計変更の対応等に関して､聴き取りが必要な項目がある場合は､｢事情聴

取書(別紙2)｣に調査事項を記入して事情聴取に備える｡

③対象者､契約担当課及び工事担当課と事情聴取の目時､場所の調整をする｡また､聴

き取りの相手方は､当該入札に関する責任者及び積算の精通者とする｡

④事情聴取目時等を決定し､上記～③の関係者に連絡する｡



事情聴取(契約担当課及び工事担当課)
① 契約担当課長は､対象者から提出を受けた低入札価格調査報告書を基に記載内容を確認

し､｢低入札価格調査結果の概要書(別紙2)｣及び｢事情聴取書｣を作成する｡また､低入札価
格調査報告書に不明な点等がある場合は､追加資料(｢4調査内容｣中にアンダーラインで表

示した部分)の提出を求めるなどにより再確認する｡

なお､追加資料の提出を求めるのは､直接工事費及び共通仮設費の積み上げ部分が本市の
積算に比して著しく下回るときなど､特に必要がある場合に限るものとする｡

②｢低入札価格調査結果の概要書｣｢事情聴取書｣及び｢工事費内訳対照表｣に｢低入札価格調
査報告書｣を添付し､｢低入札価格調査結果調書(別紙)｣として新発田市建設工事競争入札調

査委員会へ提出する｡なお､工事費内訳対照表には､工事担当課長の意見を付すものとする｡

新東田市建設工事競争入札調査委員会の審査(契約担当課)
(∋新発田市建設工事競争入札調査委員会は､提出された｢低入札価格調査結果調書｣に基づ

き必要な審査を行い､最低価格入札者を落札者とするかどうかを決定し､市長に報告する｡

3 契約担当課は､対象者が資料を提出しなかったり､事情聴取に出席しなかった場合は､対象

者に対し理由等の説明を求める｡対象者に正当な理由がなく､非協力的な場合は､新発田市建
設工事等の契約に係る指名停止等措置要綱に定める｢不正又は不誠実な行為｣に該当し､指名
停止の対象となることを明確に伝える｡

4調査内容

本調査においては､新発田市低入札価格調査制度実施要綱第7条第3項に掲げる調査事項等

のうち次の内容について調査を行うものとする｡

(1)当該価格で入札した理由
(2)工事費内訳書

(3)手持ち工事の状況
(4)契約対象工事箇所と入札者の事務所､倉庫等との関連
(5)手持ち資材の状況
(6)資材購入先一覧
(7)手持ち機械の状況
(8)労務者の確保計画
(9)過去に施工した公共工事名及び発注者
㈹ 建設副産物の搬出地
仙 施工体系図兼下請契約計画詞書

(様式岬1)

(様式-2～3)
(様式-4

(様式-5

(様式-6

(様式-7

(様式-8

(様式-9

(様式】

(様式

)
)
)
)
)
1
)

(1)当該価格で入札した理由
｢当該価格で入札した理由(様式-1)｣に基づいて､当該入札価格で当該上事の安全を確保

しながら､良質な施工を行うことが可能かどうかを確認する｡

(2)工事費内訳書
対象者が提出した｢工事費内訳書｣に基づき､｢工事費内訳対照表(別紙一3)｣を作成し､次

の調査を行う｡
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(∋ 仕様及び数量
ア数量総括表に対応する積算内訳となっているか｡
イ設計図書での要求事項(条件明示を含む｡)を理解して積算しているか｡

ウ 指定の数量によって積算されているか｡

エ数量の指定がない場合は､業者の数量による｡
オ指定の工法によって施工することとしているか｡
カ 工法指定がない場合は､その工法に安全性等の点で問題はないか｡
② 資材単価､労務単価又は市場単価

資材単価､労務単価又は市場単価について､発注者の単価に比し相当程度低いと認めら
れる場合には､当該単価の設定理由を記載した書類等の提出を求めるなど詳細な調査を行

う｡

③ 下請業者との関係及び技術者の配置

下請業者を予定している場合には､予定している｢施工体系図兼下請契約計画調書(様式

-11)｣及びその下請業者からの見積書等の提出を求め､下請に係る見積額が入札金額の
積算内訳に正しく反映されているか､また､配置予定技術者の内容について確認する｡

次の場合には､その理由を記載した書類等の提出を求め､これに基づき詳細な調査を行う

とともに､必要に応じて下請業者のヒアリングを実施する｡
ア 下請業者の見積金額が入札金額の積算内訳に適切に反映されていない場合
イ 下請業者の見積書等の工事内容(規格､工法及び数量等)が明確でない場合
ウ下請業者の資材単価､労務単価又は市場単価について､発注者の単価に比し相当程度

低いと認められる場合

工工事予定箇所に関連する技術者(監理技術者等)について､配置予定を確認し､他の手
持ち工事がある場合

オ配置予定技術者について､財務端末又はCORINSにより入札者との雇用関係を確認し､

登録されていない場合
力配置予定技術者については､入札公告又は入札公示後に入社させた者を配置予定にし

ている場合

④ 安全対策

安全管理等の共通仮設費の計上は適当か｡
特に､交通誘導員の配置及び指定仮設についての調査は入念に行う｡

⑤ 現場管理費

現場管理費の計上は適当か｡具体的に計上費目を確認する｡
⑥ 一般管理費

一般管理費について､発注者の価格に比し相当程度低いと認められる場合は､当該価格
の設定理由について確認を行う｡

(3)手持ち工事の状況
｢手持ち工事の状況(様式-2～3)｣の内容について､次の調査を行う｡

①契約対象工事付近における手持ち工事(様式-2)及び契約対象工事に関連する手持ち工
事(様式-3)の状況から､営繕損料､現場管理費等の間接費の節減が可能か｡

(4)契約対象工事箇所と対象者の事務所､.倉庫等との関連
｢契約対象工事箇所と対象者の事務所､倉庫等との関連(様式-4)｣の内容について以下の
調査を行う｡

①監督業務及び資機材運搬･管理等において､地理条件等にかんがみ､経費の節減が可能
かどうかを確認する｡

② 緊急時の対応等､安全管理に優位性があるかを確認する｡

(5)手持ち資材の状況
｢手持ち資材の状況(様式-5)｣において､手持ち資材を当該工事で活用するとしている場

合は､具体的な数量･活用方法等及び保管状況を写真笠で確認するとともに､低価格入札との
関連について確認する｡
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【具体例】
ア仮設鋼矢板及び支保材､足場材､その他二次製品の活用
イ コンクリート用型枠等の活用
ウ 安全管理資材の保有

工契約対象工事に関連する手持ち資材の活用

(6)資材購入先及び購入先と入札者との関係

｢資材購入先一覧(様式-6)｣において､当該工事で使用する資材について､低価格での調

詳讐により確認する｡旦塵
ア手形取引でなく現金決済による値引きが可能である｡

イ系列会社あるいは協力会社からの取引が可能である｡

り 永年にわたり取引がある｡

(7)手持ち機械の状況
｢手持ち機械の状況(様式-7)｣において､当該工事において手持ちの建設機械等を使用す

るとしている場合は､所属等を証する資料等(写真)で確認する｡

【具体例】

ア手持ちの建設重機械等の活用が可能であり､損料計上が優位にある｡
イ減価償却が終わっており､損料等が不要若しくは低減できる｡
ウ 系列会社から無償で借用できる｡

(8)労務者の具体的供給見通し

｢労務者の確保計画(様式-8)｣について､次の調査を行う｡

①労務者について､確保計画及び配置予定によって適切な施工が可能かどうかを確認する｡
②労務者について､自社の者を従事させることとなる場合には､名簿の提出を求め､健康保険

証等の写しにより雇用関係の確認を行う｡

(9)過去に施工した公共工事名及び発注者
｢過去に施工した公共工事名及び発注者(様式-9)｣の内容について次の調査を行う｡

①過去に施工した公共工事の施工体制台帳及び請負代金内訳書2～3例の提出を求め､内
容について確認を行う｡

②過去3か年の本市工事において低入札受注工事の実績があれば､当該受注工事の工事評
定点を調査する｡工事評定点は､調査対象者からの聴き取りでなく､発注者自ら調査する｡

㈹ 建設副産物の搬出地
｢建設副産物の搬出地の状況(様式-10)｣について次の調査を行う｡

①建設副産物の搬出予定地や処理体制等が発注仕様書等に合致しているかを確認する｡
②適正な処理を行っている搬出地を選定しているかを確認する｡また処理価格の根拠も確認
する｡

5 契約後の取扱い

本調査を実施した工事において､履行可能と判断し契約した工事については､本調査で提

出させた資料等及び調査記録を監督員に引き継ぐとともに､以下の措置を講じる｡

(1)施工体制台帳の内容のヒアリングを必ず行うこととし､施工体制台帳の記載内容が低入

札価格調査時の内容と異なる場合は､その理由等について確認するものとする｡

(2)施工計画書の内容のヒアリングを必ず行うこととし､施工計画書の記載内容が低入札価

格調査時の内容と異なる場合は､その理由等について確認するものとする｡
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低入札価格調査結果調書
別紙

詞査対象業者名 ( )

所 在 地

登録工種(許可) ‡ 建設業〉

工 事 名

入 札 結 果
円

(詳細は別紙1のとおり)(比較価格の %)

入札書比較価格

調査基準価格の

100/105

円

(比較価格の %)

調査事項等

【事情聴取結果】

別紙-2-(1)の低入札価格調査結果の概要書､別紙-2-(2)の事情聴取書のとおり

【工事費内訳書の状況】

別紙3の工事費内訳書対照表のとおり

【手持ち工事の状況( )】

工 事 名 工 期 請負代金額

～
干円

【技術者の状況】 (人)

1 級 2 級 その他･ 合 計

【過去の公共工事の成績( )】(件､点)

【配置予定技術者の状況】

( )

工種 年 '牢 年

当該業者 ト･･t･･･｢･｢′'`=-`-‖■､､■'一-リー…ノ{'一一一-】
L､_._..一り..___､..､..___,j
I

全市平均

【その他】

指名落札状況( )

【経営状況及び信用状態】

資本金 千円

営業年数 牢

不渡り等の状況の有無

決算状況 経常利益

(H 年 月末現在)

(件､千円)

･年度 ~年度 年度 年度

指

名

落

札
請負代金

指

名

落

札
請負代金

指

名

落

札
請負代金

指

名

落

札
請負代金



別紙-2一

低入手L価格調査結果の概要書

工 事 名

調査を+実施した業者名､住所:

項 目 内 容

1.その価格により入札した

理由

2.契約対象工事付近におけ

る手持ち工事の状況

3.契約対象工事に関連する

手持ち工事の状況

4.契約対象工事箇所と入札

者の事業所､倉庫等との閑

連(地理的条件)

5.手持ち資材の状況

6.資材購入先及び購入先と

入札者との関係

7.手持ち機械数の状況

8.労務者の具体的供給見通

し

9.過去に施工した公共工事

名及び発注者

10.経営内容

11.その他必要な事項

(建設副産物が発生する工

事については､建設副産物

の搬出予定が適切かどうか.

~等を明記するものとする)

12.1から11までの事情聴取

した結果につ-､ての調査検

討



別紙-2Ⅶ

事-■隋聴取書

工 事 名

工 事 担 当

工 事 場

工 期~契約締結の日から平成 年 月 日まで()

札 執 行 日

事 情 聴 取 日

事 情 聴 取 場

業 者 名

事情聴取の相手方(役職)(氏名)

事情聴取者(紐線名)(氏名)

質 問
一.内

"､

･､ 取 結

1 1

2 2

3 3



工事費内訳対照表

工事名:

別紙-3

(単位:円)

目

本市設計金額 業者見積金額 差引金額 比率~

A B B-A = C C/A%

直

接

工

事

費

工

別紙内訳参照

直接工事費計

共

通

仮

設

費

(機上)運搬費

準備費

安全費

役務費

実損失防止施設費

(率分)

共通仮設費計

工 事 費

場 管 理

工 事 原

般 管 理

工 事 価

工 事 価 格 書

消 費~税相 当

工 事 請 負

札

【工事担当課長意見】･



別紙-4

低入木L価格調査幸艮告書

当社が平成 年 月 日に入札した｢ 工事｣

に関して､入札書に記載した入札金額に対応した積算内容について､以下のとおり報告し

ます｡

市 長 様

平成 年 月 日

内 容

住 所

商号又は名称

代 表 者 氏 名

1 当該価格で入札した理由

2 工事費内訳書(本市設計書の積算体系に準じた工事費内訳書)

3 手持ち工事の状況

4 契約対象工事箇所と入札者の事務所､倉庫等との関連

5 手持ち資材の状況

d 資材購入先一覧

7 手持ち機械の状況-

8 労務者の確保計画

9 過去に施工した公共工事名及び発注者

10 建設副産物の搬出地

11施工体系図兼下請契約計画調書

(様式-1)

(様式-2～ 3)

(様式-4)

(様式-5)

(様式-6)

(様式-7)

(様式-8)

(様式-9)

(様式-10)

(様式-11)

印

添付書類

(○印)

目[=]][〓[][〕
注 意 書 き

ゆ エ事費内訳暮の内､横井誤り及び誤記等で設計内容を満足していないと判断した
場合又_は事情聴取後不明な点がある場合は､更に重点的な調査を行います｡

② エ車乗内訳暮の直接工事費以外においても適正に積算計上すること｡なお､必要

な緑黄のうち欠落した(ゼロ計上)~経費がある場合は､赤字前提の受注とみなすこ

ともあるので｣当該価格で入札した理由の合理性を明確に記載すること｡

③.当該報告暮は､当該契約の内容に適合した履行の可能性を判断する資料であるこ

とから､虚偽記載があったときは､指名停止措置を講ずることがある｡

④ 下請代金､資材購入等の支払いに関する領収書~の提出を求める｡



様式-1

低入木Lイ百石格調査

当該価格で入札した理由

☆ 当蕨価格で入札した理由を労務費､手持ち工事の状況､当該工事現場と事務所･

倉庫との関係､手持ち資材の状況､手持ち機械の状況､下請け会社等との協力等､

及び納入資機材との関係等からの面から記載する｡(詳細を別様式2～11に記載

する｡)

☆ 本市設計書の積算体系に準じた工事費内訳書により当顕価格で入札した理由を説

明する｡



様式-2

低入木L価格調査

手持ち工事の状況(対象工事現場付近)

No 工 事 名 発 注 工 期 請 負 備

☆ 本様式には､対象工事現場付近(半径10匝程度)での手持ち工事の件名を記入

し､その工事の場所が図面(別添)上で確認出来ること｡また､対象工事の位置も記

入すること｡図面の縮尺は自由とする｡

☆ 元請･下請の区分を明記する｡

様式-3

手持ちエ事の状況(対象工事関連)

No 工事名 発注者 工期 請負額 備考

☆ 本様式には､対象工事の同種又は同類の手持ち工事名を記入する｡

☆ 元請･下請の区分を明記する｡



様式-4

低入手L価一格調査

契約対象工事箇所と入札者の事務所､倉庫等との関連

☆ 分かりやすい地図で契約対象工事箇所と入札者の事務所､倉庫等との関連が明確

になるように記入する｡また､所在地も明らかにする｡縮尺は問わない｡



様式-5

低入本L価格調査

手持ち資材の状況

品 名 規格･型 単位 手持ち数 工事での使用

定

足教皇の手当 備

☆ 手持ち資材の状況については､主に当該工事で使用予定の資材を記入する｡



様式-6

低入手L価格調査

資材購入先一覧

工程･種男l 品名･規 単車 数

購 入 先 名

業 者 名 所 在
_入札者との関係

■

☆ 購入先予定業者との関係を記入する｡

(例) 協力会社､同族会社､資本提携会社等

☆ 関係を証明する規約､登録書等を添付する｡



様式-7

低入手L価格調査

手持ち機械の状況

機 械 名 規格･型式･能力･年式 単位 数量 メーカー名 現在の利用状況

(減価償却状況)

(過去2年間の修

軽費)

☆ 本様式には7､主に当該工事に使用する予定の手持ち機械の状況を記入する｡



様式-8

低入不L価格調査

労務者の確保計画

工 職 単 下請け会社との関係

下請け会社名等

☆ 自社労務者と下請け労務者と区分する｡()内は､_自社労務者で内書き｡

☆ 下請け会社.との関係も明記する｡



様式-9

低入手L価格調査

過去に施エした公共工事名哀び発注者

発 注 工 事
_
名 工 期 請負金額

(円)

備 考

☆ 過去3か年程度を記載する｡(概ね10件程度で､同工種を優先する｡)



様式-10

低入不L価格調査

建設副産物の搬出地

建 設 副 産 受 け 入 れ 予 定 箇 受け入れ価格

(円)

備 考

☆ 当該工事で発生する､全ての建設副産物について記入する｡
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